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ウェルビーイング指標⑧
ウェルでミエル→カエル・コエル・スエル→フエル・ミエル

ウェルビーイング指標は、県職員の仕事のやり方や意識等にも良い効果を生み出すこと

ができると考えています。

様々な統計等の客観データに加え、これまで見えにくかった多様で主観的な県民意識を

可視化し、きめ細かく見ていくことで、新たな視点を得て、考え方を変える、アプローチを工

夫する、新たなアイデアを生み出すことができる。また、県民実感を起点に、待ちの姿勢で

はなく、主体的に課題・ニーズを見つけ、スピード感を持って、効果的な施策に繋げていけ

る。このことにより、一層県民の皆様に寄り添った施策を展開できるのではないかと考えてい

ます。

また、私たちが行う仕事の効果が、県民の皆様の実感としての幸せに資することが分かれ

ば、やりがいや意欲も高まり、職員自身のウェルビーイング向上に繋がると考えます。

仕事の意義・やりがいを感じながら、いきいきと、より良い仕事ができる。そして、それによっ

て、県民の皆様のウェルビーイングが更に向上する。ウェルビーイングへの取組みを通じ、県

政運営にこうした好循環を生み出していきたいと思っています。

指標公表時には、ウェルビーイングの「ウェル」と語呂あわせの言葉を使って、政策プロセス、

行動・意識を県民ウェルビーイング向上に繋げていこうという行動指針を掲げました。職員

が連携・協力しながら、県民の皆様の幸せに繋がる施策展開に取り組んでいきたいと考え

ています。

県民も、職員もウェルビーイングが向上する県政運営を

富山県ウェルビーイング指標県民意識調査結果リンク

一人ひとりの県民の姿、ウェルビーイングの要素（指標）
を意識しながら、誰のどのような幸せ（課題の解決、ニーズ
の充足）に繋げるのか、県民のウェルビーイングを起点
とした政策を考える。

これまでの政策もウェルビーイングで捉え直し、前例に
とらわれず、視点や方法を変える・工夫する。

県民ウェルビーイング本位の政策で所管分野に
収まらない課題は、政策間（所属間）でも対話を
行い、積極的に連携・協力する。

全体を通じて、対象となる県民ウェルビーイングを意識の
中心に据え、事業の目的・意義を確認しながら進める。

県民の幸せ、ウェルビーイングに寄与できたか、
政策ごとの主観的・客観的データを組み合わせて
捉え、政策の効果検証・改善に活かす。
また職員自身のやりがい・意欲向上にも
繋げていく。

①ウェルビーイングでミエル（見える）
県民の姿と課題・ニーズ

②ウェルビーイングでカエル（変える）
政策の進め方・アプローチ

③ウェルビーイングでコエル（越える）
政策間の壁

④ウェルビーイングをスエル（据える）
政策の目的・意義

⑤ウェルビーイングでフエル（増える）・
ミエル（見える）幸せ実感
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【県民ウェルビーイング向上のための県庁行動指針】

https://www.pref.toyama.jp/100224/toyama-wellbeing-indicator.html
https://www.pref.toyama.jp/100224/220131wellbeing_chosa.html

